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島根大学医学部看護学科では, ｢人体の構造と機能｣

を ｢形態と機能｣ と題して１年次と２年次に実施し,

計４単位の必修科目としている｡ その科目の中で, 人

体の構造や機能についての理解を深めるために, 看護

学科独自の骨学実習や解剖実習を取り入れている１)｡

これまで解剖実習に臨む学生が看護学教育の基礎と

して解剖実習が重要であることを理解し, 献体してく

ださる方々への感謝の気持ちを持てるよう, 献体から

学ぶことの意味および重要性について口頭で教授して

きた｡ また, 解剖実習終了後の２年次には解剖体慰霊

祭に参列し, それ以降の学年では慰霊祭の日に記帳を

行うこととしてきた｡

今回, 解剖実習前に解剖実習に対する理解を深め,

ご遺体から学ぶことについて考えてもらう目的で ,

｢看護学科における解剖実習を行うにあたって｣ とい

うビデオ教材を作成した｡ 本教材から学生がどのよう
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島根大学医学部看護学科では, 人体の構造や機能を学生により深く理解させるために独自

の解剖実習を行っている｡ 今回, 解剖実習の事前学習として, ご遺体から学ぶことについて理
解を深める目的で, 献体に関するビデオ教材を作成した｡ 本教材から学生がどのような学び
を得たのかを明らかにする目的で調査を行ったので報告する｡ 対象者は解剖実習を行う前の
看護学科１年次学生60名であり, 57名 (95％) から回答を得た｡ 調査の結果, 解剖実習に対し
て多くの学生が ｢怖い｣ ｢不安｣ といったイメージを持っていた｡ このビデオ教材を用いたと
ころ約６割の学生が解剖実習に対するイメージが変わったと答えた｡ ビデオ教材から献体の
システムを理解し, 感謝の気持ちを持つようになり, 実習への心構えにつながっていた｡ 今後
はこのビデオ教材における事前学習とともに, 事後学習として納骨式への参列も検討したい｡��� �
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な学びを得ることができたのかを明らかにする目的で

調査を行ったので報告する｡

このビデオ教材は, 約15分間で ①はじめに ②献体

について ③解剖体慰霊祭の様子 ④納骨式の様子 ⑤

まとめ, という構成である｡ 具体的な内容としては,

まず, 看護学において健康維持・増進にかかわるため,

そして疾病や障害のある方の生活を支えるために, 解

剖学を学ぶ必要があることをはじめに説明した｡ そし

て実習で出会うご遺体は生前から ｢自分の死後, 遺体

を医学の教育と研究に役立てたい｣ という志を持って

いた方々であることを示した｡ これらの献体は無条件・

無報酬で行われ, 島根大学には献体登録をされた方々

で組織されている篤志団体 (有終会) があり, その総

会の様子を写した写真を盛り込んだ｡ また, 毎年行わ

れている解剖体慰霊祭での黙祷, 学生から感謝の言葉,

献花の様子, 参列できない学生が行う記帳と焼香およ

び慰霊碑へのお参りは, わかりやすいように一連の流

れに沿って写真を提示した｡ 解剖体慰霊祭の後, 寺の

境内にある島根大学医学部納骨塔に医学科学生の手で

納骨される様子も入れた｡ まとめでは, 人体の構造を

学ぶ解剖学が基礎学問として大切であることを繰り返

し説明し, この解剖実習を支えてくださる多くの方々

の気持ちを受け止めて真摯に取り組むよう話した｡

１. 対象

調査対象は解剖実習前の看護学科１年次学生60名で

ある｡

２. 調査期間

平成19年12月｡

３. 調査の方法と内容

解剖実習に向けて行われる事前学習の授業 (人体構

造の概略についての講義) の中でビデオ教材 ｢看護学

科における解剖実習を行うにあたって｣ を視聴させた｡

この視聴はご遺体から学ぶことについて考えてもらう

目的で行っているため, 全員に視聴させた｡ その後,

自記式質問紙を用い留め置き法で調査を行った｡ 調査

内容は遺体に接した経験の有無, 解剖実習に対するイメー

ジおよびビデオからの学習内容を自由記載で求めた｡

４. 分析方法

自由記載については, その内容を記録単位に分け,

意味内容の類似したものをまとめて一つのカテゴリと

した２)｡ 記録単位とは, 記述内容を繰り返し読み, 質

問に対する回答として意味の通る最小単位に分けたも

のである｡ 記録単位とカテゴリは, 研究者がそれぞれ

分類したものを持ち合い, 意見が異なる点について検

討し決定した｡

５. 倫理的配慮

実施にあたり, 研究の目的, 調査用紙提出の有無や

記載内容は学業成績とは無関係であること, ならびに回

答は無記名で提出することとし, 提出することによって

本調査の対象者となることの同意を得たものとするこ

とを伝え協力を依頼した｡ なお本調査は平成19年11月

20日島根大学医学部看護研究倫理委員会の承諾を得た｡

60名中57名から回答を得た (回答率95％)｡ これま

でに遺体に接した経験があるものは57名中42名

(73.7％) であった｡ 『解剖実習に対してどのようなイ

メージがありますか』 という質問に対して57名中51名

が自由記載で回答し, 記述内容は61の記録単位に分け

ることができた｡ これらは【貴重】【怖い】【不安】

【厳格】の４つに大別することができた (表１)｡【貴

重】の具体的な記載内容としては ｢看護学の発展に欠

かすことができないもの｣ ｢人体の構造を理解できる

貴重な時間｣ などであった｡【怖い】の具体的な記載

内容としては , ｢怖い｣ ｢漠然とした恐怖感がある｣

｢実物を見るのが怖い｣ などであった｡【不安】は ｢気

持ち悪くなりそう｣ ｢解剖実習の雰囲気がわからなく

て不安｣,【厳格】は ｢態度が厳格であるべきもの｣ と

記載されていた｡

ビデオ教材は57名全員が ｢わかりやすかった｣ と答

えた｡ また, 『ビデオ教材を視聴して, 解剖実習に対す

るイメージに変化がありましたか』 という質問に対し

ては , ｢変化あり｣ 35名 (61.4％), ｢変化なし｣ 21名

(36.8％), 無回答１名 (1.8％) であった (図１)｡ ｢変
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表１ 解剖実習に対してのイメージ



解剖実習事前学習における献体に関するビデオ教材の評価

化あり｣ と答えた学生に, 具体的に変化した内容を記

載してもらった結果, 32名の学生が記載し, 記載内容

は【重み】と【ありがたさ】の２つに分けられた (表

２)｡【重み】は, ｢お骨の帰りを待っているご家族が

いる｣ ｢思っていた以上に多くの方の思いが込められ

ていた｣ と記載されていた｡【ありがたさ】は ｢我慢

して行うのではなく, 感謝しながら解剖実習をさせても

らう｣ ｢ご遺体を提供してくださる方だけでなく, ご家

族にも感謝して実習に臨む｣ などと記載されていた｡

ビデオ教材から学んだ内容を自由記載で求めた結果,

【献体のシステム】【感謝の気持ち】【実習への心構

え】の３つに大別することができた (表３)｡【献体の

システム】の具体的な記載内容は ｢献体とは無条件・

無報酬であること｣ ｢慰霊祭が大規模に行われている

ことを知った｣ などであり ,【感謝の気持ち】では

｢ご遺体とご遺族に感謝して実習に臨まなければなら

ない｣ ｢感謝の気持ちを忘れてはならない｣ と記載さ

れていた｡【実習への心構え】では, ｢実習に対する心

構えができた｣ ｢謙虚な気持ちをもって臨まなければ

いけないと思った｣ などであった｡

厚生労働省による平成18年人口動態調査結果による

と, 年々施設内での死亡者数割合が増え, 今回の調査

対象である学生が生まれた頃の1980年代後半は施設内

死亡者数割合は７割を超え, 1980年代半ばには８割を

超えていた｡ このように多くの人が施設内で死亡する

ということは, 昔に比べて自宅で亡くなる人が少なく,

人の死そしてその遺体に接する機会が少ないと考えら

れた｡ しかし, 今回の調査結果では, 関りの程度は不

明だが約７割の学生が遺体に接した経験があると答え

た｡ 一方解剖実習に対するイメージでは【貴重】とい

うプラスイメージよりも【怖い】【不安】といったイ

メージが多く記載された｡ この恐怖や不安の具体的な

内容は, ｢漠然とした恐怖感｣ ｢遺体に向き合えるか不

安｣ などであり, 遺体に接した経験の有無によって大

きな差はなかった｡ ビデオ教材を視聴させた結果, 約

６割の学生が解剖実習に対するイメージに変化があっ

たと答え, 多くの人の思いが込められているという【重

み】とご遺体と家族への【ありがたさ】について考え

ることができていた｡ このビデオ教材を視聴すること

で, 生命の尊さや家族の存在について考えられており,
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図１ 解剖実習に対するイメージ変化の有無 n＝57

表２ ビデオ教材を視聴して変化したイメージ

表３ ビデオ教材から学んだ内容
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解剖実習前の学習として有用であると示唆された｡

解剖実習には, 教育研究上の必要性に加えて人生の生

と死を考えられるという重要な役割があり, 医学のた

めに自ら献体すると決意された個人の遺志を知る時,

学生は自己の使命を学ぶことができる３) といわれてい

る｡ そのため, 解剖実習が献体される方とその家族な

ど多くの人の尊い志によって支えられていることを教

授することは, 医療者としての役割を考える上で, 重

要な教育である｡ 他大学の取り組みでは, 解剖実習の

見学に対する動機付けを高めることと献体に関する知

識を深める目的で事前学習を行っている３)｡ その学習

において解剖にかかわる法制度の説明と実習上の注意

を教授し, 遺体の火葬に参列させ, さらにご遺族との

懇談の場を設けることによって新たな刺激を受けてい

ると報告されている４)｡ 今回のビデオ教材では, 自分

たちが解剖実習できるのは医学の発展のために献体し

ようという意思を持った方が篤志団体 (有終会) を組

織し, 無条件・無報酬でご遺体を提供した後, 実習後

に火葬され, 希望によって島根大学医学部納骨塔に納

骨されるという流れを, 実際の写真を盛り込んで見せ

た｡ この看護学科独自で作成したビデオ教材を用いた

ところ, 献体のシステムに対する理解が深まり, それ

によって多くの学生が感謝の気持ちを持ち実習への心

構えにつながっていた｡ 現在, 島根大学医学部看護学

科学生は解剖体慰霊祭のみに参列し, 納骨式には医学

科学生のみが参列している｡ しかし, 今後はさらに多

くの学びを得るために, 医学科学生と一緒に納骨式に

参列し, 篤志団体の方々やご家族, ご遺族とお話しで

きる機会が持てるよう検討していきたい｡ これら一連

の教育は医学科と看護学科が併設し, 解剖学教室の協

力, 指導が得られる島根大学医学部において可能であ

り, 解剖実習後にご遺体やご家族に改めて感謝し, 自

分たちの看護職者としての役割について考えてみる貴

重な経験となることが期待できる｡

１. 解剖実習に対するイメージは【怖い】【不安】と

いった内容が多かった｡ しかし, ビデオ教材を視聴

させた結果【重み】および【ありがたさ】について

考えることができており, 解剖実習前の学習として

有用であった｡

２. この看護学科独自で作成したビデオ教材を用いた

ところ, 献体のシステムに対する理解が深まり, そ

れによって多くの学生が感謝の気持ちを持ち実習へ

の心構えにつながっていた｡

３. 今後は看護職者としての役割について考える貴重

な経験として, 医学科学生と一緒に納骨式に参列し,

篤志団体の方々やご家族, ご遺族とお話しできる機

会が持てるよう検討していきたい｡
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